
若狭町

謹賀新年

議会だより議会だより

議 長 新 年 挨 拶
1 2 月 定 例 会
常 任 委 員 会 報 告
議 員 賛 否 一 覧
視 察 報 告
一 般 質 問
議 員 と 語 る 会
3月定例会の日程・議会の動き

………………  P ２
………………  P ３
……… P ３〜 P ５
………………  P ５
……… P ６ 〜 P ７
……… P ７〜 P ９
……… P10 〜 P13
………………  P14

も く じ

議会だより

第59号
2020.1.15



ご

挨

拶

若
狭
町
議
会
議
長　

島　

津　

秀　

樹

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
令
和
２
年
の
新
春
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
私
ど
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
日
頃
か
ら
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、新
し
い
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、元
号
も
平
成
か
ら
令
和

へ
と
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
36
年
に

及
ぶ
長
年
の
計
画
で
あ
り
ま
し
た
「
県
営
河
内
川
ダ
ム
」
が
完
成
し
、
こ
の
令

和
の
時
代
と
共
に
供
用
が
開
始
さ
れ
、治
水
機
能
や
水
源
と
し
て
、安
心
・
安

全
を
確
保
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
で
し
た
。

今
後
は
、
ダ
ム
で
出
来
た
「
明
神
湖
」
の
景
観
も
活
用
し
、
熊
川
宿
、
三
方
五

湖
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
と
と
も
に
、
観
光
の
ス
ポ
ッ
ト
、
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

一
方
で
は
、台
風
19
号
に
よ
り
東
日
本
を
中
心
と
し
た
各
地
に
お
い
て
、河

川
堤
防
の
決
壊
や
越
水
が
発
生
し
、多
く
の
家
屋
や
、尊
い
命
が
失
わ
れ
る
甚

大
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
地
球
の
温
暖
化
に
起
因
す
る
近
年
の
自
然
災
害

に
改
め
て
、脅
威
、治
水
の
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

若
狭
町
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
私
た
ち
地
方
議
会
の
役
割
と
責
任
は
、地
方

分
権
改
革
の
進
展
に
よ
り
、格
段
に
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
の
影
響
も
あ
り
、

議
員
へ
の
立
候
補
者
が
減
少
す
る
な
ど
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、議
会
が
適
切
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、多
様
な

人
材
が
議
員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
議
会
が
魅
力
を
高
め
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
取
り
組
み
を
展
開
し
、
議
員

と
し
て
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、行
財
政
改
革
を
進
め
て
お
り
、厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
産
業
や
教
育
、
福
祉
施
策
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
か
つ
安
定
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
議
会
と
行
政
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
町
民
参
画
に
よ
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、山
積
す
る
課
題
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
町
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
の
活
性
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、皆
さ
ま
の
声
を

行
政
に
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、適
正
な
行
政
運

営
の
監
視
役
と
し
て
、負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、信
頼
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら
多
く
の

方
が
日
本
を
訪
れ
ま
す
。
新
し
い
年
が
、若
狭
町
に
と
っ
て
世
界
と
繋
が
る
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
本
委
員
会
へ
の
付
託
議
案
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予

算
の
計
７
議
案
。
全
議
案
、
委
員
全
員

の
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

◯
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑
事
項

▼
教
育
委
員
会
関
連

問	

中
学
校
教
育
振
興
事
業
の
報
償
費

９
万
６
千
円
は
、
不
登
校
の
生
徒
に

対
す
る
支
援
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

答	

不
登
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
担
任

教
諭
が
定
期
的
に
家
庭
訪
問
を
し
て

お
り
、
日
頃
の
様
子
や
勉
強
の
内
容

を
知
ら
せ
、
生
徒
や
保
護
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
教
員
経

験
の
あ
る
家
庭
訪
問
支
援
員
を
生
徒

の
自
宅
に
派
遣
す
る
。

▼
農
林
水
産
課
関
連

問	

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
豚
コ
レ
ラ
緊

急
対
策
事
業
補
助
金
４
４
０
万
円
は
、

嶺
南
に
養
豚
場
は
無
い
が
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
報
償
費
に
対
し
て
支
出
す

る
の
か
。

答	

対
象
期
間
中
に
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
て
、
豚
コ
レ
ラ
の
原
因
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
目
的
。
檻
管
理
の

方
に
１
万
円
、
止
め
刺
し
の
方
に

１
万
２
千
円
の
配
分
で
報
償
費
を
支

払
う
。

問	

嶺
南
各
地
で

捕
獲
さ
れ

た
イ
ノ
シ
シ

が
、
豚
コ
レ

ラ
に
感
染
し

て
い
な
い
か

の
検
査
は
行

わ
れ
て
い
る

の
か
。ま
た
、

豚
コ
レ
ラ
に

感
染
し
た
イ

ノ
シ
シ
は
捕
獲
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答	

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
一
部
か
ら

血
液
を
採
取
し
て
調
べ
る
検
査
を
、

嶺
南
全
域
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
た

と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な
い
が
、

一
番
近
い
地
域
で
は
、
南
越
前
町
で

感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

▼
政
策
推
進
課
関
連

問	

令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
受
入

額
が
、
平
成
30
年
度
よ
り
増
加
し
て

い
る
要
因
は
。

答	

前
年
度
ま
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
窓
口
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が

７
社
で
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
よ

り
10
社
に
増
加
し
た
こ
と
で
、
受
入

額
が
増
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問	

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答	

昨
年
度
の
実
績
で
は
、
１
位
は
米
で

約
５
千
万
円
分
の
寄
付
が
あ
り
、
２

位
は
カ
ニ
、
３
位
は
フ
グ
。
そ
の
他

で
は
、
若
狭
牛
や
梅
干
し
、
梅
酒
、

開催期間 12月3日火〜12月20日金

一般会計に1億3,977万円を増額補正一般会計に1億3,977万円を増額補正
108108億億6,2846,284万円万円令和元年度の総額

主　な　歳　出 （千円単位は切り捨て）

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額
国民健康保険 39万円 18億3,073万円
介 護 保 険 16万円 19億7,380万円

会 計 区 分 補 正 額 合 計 額
農業集落排水処理事業 671万円 4億2,079万円
公 共 下 水 道 事 業 703万円 5億5,320万円

特　別　会　計 （千円単位は切り捨て）

※10月臨時会において、三方地域の「CATVネットワーク更新事業」6億4,388万円の増額補正を可決

主　な　歳　入 （千円単位は切り捨て）

◆ 町　　　税････････････････････････････････････････3,005万円
◆ 環境性能割交付金･････････････････････････････････510万円

◆ 県 支 出 金･･････････････････････････････････････4,866万円
◆ 寄 　 付 　 金 ･････････････････････････････････････5,000万円

12月定例会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

※直営診療所および簡易水道事業は、補正額0円ではあるが、節の区分内での補正と財源の組み換えを行った。

事　　　　　　業　　　　　　内　　　　　　容 補　正　額
ふるさと納税推進事業（ふるさと納税の増加見込みに伴い報償費と委託料を増額） 3,000万円
ふるさと応援寄付金積立事業（ふるさと納税の増加見込みに伴い基金積立金を増額） 5,000万円
水田農業機械施設等整備事業（水田農業に取り組む7経営体に対する補助金） 2,973万円
有害鳥獣対策事業（豚コレラ緊急対策事業に伴いイノシシ捕獲駆除の報償費を増額） 815万円
小学校教育振興事業（全国野生生物保護実績発表会に参加する児童への補助金） 27万円

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告
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ス
ッ
ポ
ン
、
民
宿

の
宿
泊
券
な
ど
約

１
７
０
点
の
組
み

合
わ
せ
で
実
施
し

て
い
る
。

▼
観
光
未
来
創
造
課
関
連

問	

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
を
実
施
す

る
主
体
は
、
か
み
な
か
農
楽
舎
か
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
事
業
者
が
他

に
も
あ
る
と
思
う
が
、
平
等
性
を
ど
の
よ
う

に
保
つ
の
か
。

答	

事
業
主
体
は
、
若
狭
町
で
あ
る
。
農
林
水
産

省
の
補
助
率
10
分
の
10
の
ソ
フ
ト
事
業
で
、

限
度
額
は
５
０
０
万
円
。
是
非
と
も
推
進
し

て
い
く
よ
う
に
と
、
農
林
水
産
省
か
ら
後
押

し
を
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に
も
予
算

化
を
す
る
予
定
で
、
他
の
事
業
者
も
考
慮
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
税
務
住
民
課
関
連

問	

収
納
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
と
い
う

こ
と
だ
が
、
改
善
は
し
な
い
の
か
。

答	

滞
納
整
理
処
分
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理
機

構
と
連
携
し
、
出
納
業
務
や
収
納
業
務
が
あ

る
担
当
課
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
鋭
意
努
力

し
て
い
る
。

※
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
質
疑
な
し
。

◆
本
委
員
会
へ
の
付
託
議
案
は
10
議
案
。
委
員

全
員
の
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

請
願
１
件
は
、
賛
成
者
は
な
く
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

○
若
狭
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

問	

非
常
勤
職
員
は
毎
年
１
年
契
約
で
あ
る
が
、

改
定
の
対
象
に
な
る
の
か
。

答	

現
在
の
、
臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
等
は
、

全
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
。
任
用
期

間
は
会
計
年
度
で
区
切
る
と
い
う
制
度
上
の

取
り
決
め
が
あ
る
の
で
、
契
約
は
１
年
毎
の

契
約
と
な
る
。

問	

新
た
に
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
月
給
と
期
末
手
当
を
合
わ
せ
て
調

整
を
し
、
年
間
の
給
与
は
、
現
状
と
変
わ
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
扶
養
や
時
間

制
約
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。

答	

若
狭
町
は
、
現
在
支
給
し
て
い
る
賃
金
を
下

げ
な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。
扶
養
に
関
し

て
は
、
調
整
を
し
な
が
ら
個
々
に
対
応
し
て

い
く
。

○
若
狭
町
旧
逸
見
勘
兵
衛
家
住
宅
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問	

一
泊
食
事
な
し
で
、
１
万
５
千
円
の
宿
泊

料
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

答	

将
来
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
料
金

設
定
に
し
て
い
る
が
、
利
用
料
金
は
上
限
設

定
で
、
指
定
管
理
者
が
一
番
妥
当
な
金
額
を

設
定
し
、
運
営
し
て
い
く
。

○
若
狭
町
観
光
振
興
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
若
狭
町
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
若
狭
町
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問	

成
年
被
後
見
人
等
の
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い

る
方
が
、
公
務
員
採
用
試
験
等
で
応
募
さ
れ

る
こ
と
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答	

採
用
試
験
等
で
は
一
概
に
こ
の
こ
と
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
今
後
、

採
用
試
験
を
実
施
す
る
上
で
の
要
綱
の
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

○
若
狭
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問	

若
狭
町
は
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、

現
在
の
効
果
は
ど
う
か
。

答	

３
年
間
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
段
階

で
、
初
年
度
の
平
成
30
年
度
は
、
ほ
ぼ
減
額

に
つ
い
て
は
達
成
で
き
て
い
る
。

○
若
狭
町
観
光
宿
泊
研
修
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問	

梅
丈
ラ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
は
指
定
管
理
者
は
せ
く
み
屋
か
、
そ
れ

か
ら
施
設
の
土
地
で
町
有
地
以
外
の
所
有
は

何
軒
あ
る
の
か
、
そ
し
て
若
狭
町
観
光
ホ
テ

ル
「
水
月
花
」
地
域
連
携
協
議
会
は
解
散
す

る
の
か
。

答	

指
定
管
理
者
は
せ
く
み
屋
で
、
施
設
の
土
地

は
３
軒
で
、中
で
個
人
的
に
分
か
れ
て
い
て
、

契
約
自
体
は
５
件
で
、
地
域
連
携
協
議
会
は

当
分
の
間
継
続
し
て
い
く
。

○
若
狭
町
え
び
す
荘
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
の
期
間
が
今
年
度
末
で
満
了
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
に
有
限
会
社
彩
石
を
指
定
す
る

も
の

意　
　
見

　

  

指
定
管
理
者
が
や
る
気
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

も
よ
く
、
お
客
も
皆
喜
ん
で
い
る
の
で
来
年

か
ら
も
是
非
続
け
て
ほ
し
い
。

○
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
（
若
狭
町
観
光

ホ
テ
ル
「
水
月
花
」）

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
、
若
狭
町
観
光
ホ
テ

ル
「
水
月
花
」
を
有
限
会
社
せ
く
み
屋
に
譲
渡
す

る
た
め
の
も
の

主
な
質
疑
事
項

問	

こ
れ
ま
で
若
狭
町
は
施
設
修
繕
費
も
多
く
支

出
を
し
て
き
た
の
で
、
譲
渡
額
が
安
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

答	

譲
渡
価
格
で
あ
る
が
設
備
投
資
額
、
今
ま

で
の
評
価
額
を
勘
案
し
て
、
せ
く
み
屋
と

交
渉
を
し
、
双
方
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
が

１
億
２
，５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

○
老
朽
原
発
の
稼
働
等
に
関
わ
っ
て
関
西

電
力
か
ら
の
説
明
を
求
め
る
事
の
請
願

主
な
質
疑
事
項

問	

関
西
電
力
に
、
原
子
力
発
電
若
狭
町
環
境
安

全
対
策
協
議
会
で
、
一
般
住
民
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
一
緒
に
説
明
を
聞
い
て
も
ら
え
れ

ば
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答	

こ
の
請
願
は
、
若
狭
町
一
般
住
民
と
関
西
電

力
と
が
話
し
合
え
る
機
会
を
議
長
か
、
町
長

か
ら
申
し
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

◆
本
委
員
会
へ
の
付
託
議
案
は
２
議
案
。
委
員

多
数
の
賛
成
及
び
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

○
若
狭
町
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

主
な
質
疑
事
項

問	

身
体
４
級
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
の
医
療
費
助

成
を
な
く
し
、
全
額
自
己
負
担
と
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
福
祉
の
後
退
に
な
っ
た
感
じ
で

あ
る
。
今
ま
で
は
、
町
が
３
分
の
１
助
成
し
て

い
た
も
の
が
、
今
後
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

な
ぜ
、
助
成
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答	

対
象
者
の
大
半
の
方
は
、
下
肢
の
障
害
を
持
っ

て
お
ら
れ
４
級
で
あ
っ
て
も
、
何
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
た
か
と
確
認
を
す
る
と
、
下
肢
の

疾
患
に
よ
り
入
院
を
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
場

合
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
定
義

づ
け
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
か
な
り
見
受
け
ら

れ
、
今
回
身
体
４
級
の
方
に
つ
い
て
は
、
廃
止

の
方
向
で
考
え
た
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

問	

こ
れ
は
若
狭
町
独
自
に
考
え
た
の
か
。

答	

今
回
は
、
若
狭
町
と
し
て
の
判
断
と
な
る
。
県

内
市
町
を
確
認
す
る
と
、
嶺
北
の
各
市
町
に

つ
い
て
は
、
県
の
助
成
が
廃
止
を
さ
れ
た
時
点

で
、
身
体
４
級
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

全
て
廃
止
と
な
っ
た
。
嶺
南
各
市
町
で
は
、
敦

賀
市
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
い
町
は
全

額
助
成
、
小
浜
市
、
美
浜
町
、
高
浜
町
は
２

分
の
１
を
助
成
し
て
お
り
、
各
市
町
に
よ
っ

て
助
成
率
は
様
々
で
あ
る
が
、
全
体
の
方
向

性
で
は
、
県
の
支
援
が
な
く
な
っ
た
段
階
で
の

判
断
で
廃
止
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

問	

住
所
地
特
例
を
改
正
す
る
の
は
、
若
狭
町
だ

け
で
あ
る
の
か
。

答	

こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
に
よ
っ
て

定
義
づ
け
の
違
い
が
あ
る
。
そ
の
中
で
若
狭

町
に
お
い
て
は
、
今
回
、
は
っ
き
り
と
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
改
正
を
し
た
い
。

問	

例
え
ば
、
若
狭
町
の
方
が
、
他
市
町
の
施
設

へ
入
所
し
た
場
合
、
若
狭
町
が
医
療
費
を
負

担
す
る
。
逆
の
場
合
は
、
他
市
町
が
負
担
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
他
市
町
も
統
一
を
し
な
い
と
お
か

し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答	

県
内
だ
け
で
は
な
く
、
県
外
の
市
町
か
ら
転

入
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、

元
々
、
若
狭
町
に
住
所
が
あ
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
保
障
を
考
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
逆
に
、
町
外
か
ら

転
入
を
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方
が

お
ら
れ
た
住
所
地
の
あ
る
市
町
の
判
断
に
な

る
た
め
、
そ
こ
は
調
整
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
と
言
う
方
も
、
実
際
に
は
出
て
く
る
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

反
対
討
論

私
は
底
辺
の
福
祉
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に

大
事
で
あ
る
と
思
う
。
小
浜
市
、
美
浜
町
、

お
お
い
町
、
高
浜
町
の
い
ず
れ
も
手
厚
く
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
若
狭
町
が
あ
え
て

全
額
自
己
負
担
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
反
対
で
あ
る
。

○
若
狭
町
若
狭
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
の
期
間
が
今
年
度
末
で
満
了
す
る

た
め
、
指
定
管
理
者
に
、
公
益
社
団
法
人
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
指
定
す
る
も
の

主
な
質
疑
事
項

問	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
と
き
か
ら

今
ま
で
に
、
収
支
報
告
は
一
度
も
な
い
。
役
員

氏
名
は
記
載
し
て
あ
る
が
、
役
員
の
給
与
体
系

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
さ
っ
ぱ
り
と
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
指
定
管
理
者
の
指
定

を
す
る
議
案
を
審
査
す
る
と
き
に
は
、そ
う
い
っ

た
資
料
を
提
出
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答	

別
途
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
算
報

告
を
、
提
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
そ

れ
で
お
願
い
を
す
る
。
担
当
課
は
政
策
推
進

課
に
な
る
の
で
、
準
備
を
し
て
配
布
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

・	 若狭町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の制定について

・	若狭町旧逸見勘兵衛家住宅条例の制定について
・	 若狭町観光振興基金条例の制定について
・	 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施

行に伴う若狭町関係条例の整備に関する条例について
・	 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等

を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に
伴う若狭町関係条例の整備に関する条例について

・	 若狭町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部改正について

・	 若狭町一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正について

・	 若狭町観光宿泊研修施設条例の一部改正について
・	 令和元年度若狭町一般会計補正予算（第5号）
・	 令和元年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・	 令和元年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第2号）
・	 令和元年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第2号）
・	 令和元年度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）
・	 令和元年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計

補正予算（第2号）
・	 令和元年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
・	 若狭町若狭テクノパークの指定管理者の指定について
・	 若狭町えびす荘の指定管理者の指定について
・	 財産の処分について（若狭町観光ホテル「水月花」）

１２月２0日に採決され全員賛成で可決された議案

12月定例会 議員賛否一覧議員賛否一覧 議長は、採決に加わりません。
○賛成　　×反対　

議 員 名

議 案 等 名

採
決
月
日

藤
本
武
士

熊
谷
勘
信

渡
辺
英
朗

辻
岡
正
和

坂
本
　
豊

今
井
富
雄

原
田
進
男

北
原
武
道

福
谷
　
洋

清
水
利
一

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

島
津
秀
樹

若狭町心身障害者（児）医療費の助成に関する
条例の一部改正について 12/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ―

老朽原発の稼働等に関わって関西電力からの
説明を求めることの請願 12/20 × × × × × × × ○ × × × × × ―
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◇
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

  （
福
島
県
大
熊
町
）

特
別
な
許
可
を
得
て
、
発
電
所
構
内
を
視

察
し
た
。
バ
ス
に
乗
車
し
、
原
子
炉
建
屋
の

周
辺
や
汚
染
水
の
浄
化
設
備
、
貯
水
タ
ン
ク

な
ど
の
状
況
を
確
認
し
た
。

１
号
機
か
ら
４
号
機
は
、
冷
温
停
止
状
態

が
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
線
量
の
高
い
所
で

は
重
機
を
遠
隔
操
作
し
、
地
道
な
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、増
え
続
け
る
汚
染
水

の
対
策
も
急
務
で
あ
る
。

平
日
一
日
あ
た
り
約
３
，６
０
０
人
の
作

業
員
が
廃
炉
作
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
大
型

の
休
憩
所
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
体
制
は
整

え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
40
年
か
か
る
長

く
険
し
い
廃
炉
へ
の
道
の
り
を
実
感
し
た
。

◇
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
福
島
県
楢
葉
町
）

平
成
９
年
に
日
本
初
の
サ
ッ
カ
ー
専
用

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
さ
れ
、
日
本
代
表
を
は
じ
め
多
く
の

チ
ー
ム
が
利
用
し
て
い
る
。

施
設
面
積
は
、
約
49
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
東
京

ド
ー
ム
10
個
分
に
も
お
よ
び
、
観
客
席
付
ス

タ
ジ
ア
ム
や
天
然
芝
ピ
ッ
チ
８
面
、
全
天
候

型
サ
ッ
カ
ー
練
習
場
、ホ
テ
ル
、フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
廃
炉
作
業
の
拠
点
と
な
り
、
営

業
を
休
止
し
て
い
た
が
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
営
業
を
全
面
再
開
し
て
い
る
。

【
期
　
　
日
】 

令
和
元
年
10
月
16
日
～
17
日

【
視
察
先
】 

兵
庫
県
豊
岡
市
役
所
及
び

　
　
　
　
　

 

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

【
出
席
委
員
】 

辻
岡
委
員
長
・
熊
谷
副
委
員
長
・

渡
辺
委
員
・
坂
本
委
員
・
原
田

委
員
・
松
本
委
員

【
内
容
と
報
告
】

◇
兵
庫
県
豊
岡
市

近
年
訪
日
外
国
人
が
増
加
す
る
な
か
で
、
日

本
全
体
と
し
て
も
、地
方
で
は
特
に
外
国
人
観
光

客
相
手
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
り
、今
後
若
狭
町
で
も
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
中
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
先
進
地

で
あ
る
豊
岡
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
た
。

欧
米
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、城
崎
温
泉
を
中
心

に
観
光
事
業
に
取
り
組
み
、外
国
人
宿
泊
者
を
6

年
前
の
45
倍
に
増
や
し
て
い
る
。

対
象
を
欧
米
中
心
に
と
し
て
い
て
、そ
れ
は
価

値
観
が
伝
わ
る
事
や
、情
報
の
共
有
を
重
要
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
圏
の
方
も

多
く
来
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
に
も
十
分
対
応
し
て

い
る
。

個
人
単
位
の
観
光
客
が
多
い
た
め
、大
切
な
の

は
交
通
の
ア
ク
セ
ス
で
、
城
崎
温
泉
を
集
客
の
中

心
と
し
て
、マ
ッ
プ
の
作
製
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
て
、
城
崎
温
泉
を

中
心
と
し
た
日
本
ら
し
さ
の
表
現
を
充
実
す
る

た
め
、景
観
整
備
や
そ
れ
を
進
め
る
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

若
狭
町
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
こ
れ
か
ら

だ
が
、
今
後
力
を
入
れ
て
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
。

◇
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の

共
生
を
目
指
し
、
ど

の
様
に
環
境
を
整

備
し
、
官
民
が
協
力

を
し
な
が
ら
、
辛
抱

強
く
取
り
組
み
現

在
の
状
況
に
し
た
の

か
、
誇
り
を
持
て
る

郷
づ
く
り
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
研
修
し
た
。

豊
岡
市
が
、一
度
は
絶
滅
し
た
野
生
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
飼
育
下
で
繁
殖
さ
せ
、
自
然
の
中
に
戻
し
て

い
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

飼
育
場
か
ら
解
放
す
る
約
束
を
果
た
す
事
か
ら
始

ま
り
、そ
れ
は
豊
か
な
環
境
を
取
り
戻
し
、種
の
保

存
に
関
し
国
際
的
な
貢
献
を
果
た
す
と
い
う
、
崇

高
な
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

そ
の
目
標
の
達
成
に
は
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、行
政
や
関
係
機
関
の
理
解
と
協
力
、実

働
が
あ
っ
て
の
も
の
で
、
福
井
県
も
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
率
先
し
て
進
め
て
お
り
、
若

狭
町
で
も
幾
度
と
な
く
観
察
さ
れ
て
い
る
。
自
分

た
ち
の
で
き
る
事
は
、制
約
も
あ
る
が
、少
し
ず
つ

で
も
減
農
薬
や
水
田
ん
ぼ
な
ど
、コ
ウ
ノ
ト
リ
と

の
共
存
が
図
れ
る
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

な
に
よ
り
も
関
係
者
の
話
で
、
前
は
豊
岡
市
の
事

を
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
全
国
ど

こ
で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
豊
岡
市
と
い
う
事
を
知
っ

て
も
ら
え
て
誇
り
に
思
う
し
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的

で
あ
り
、こ
れ
か
ら
若
狭
町
も
、こ
の
様
な
も
の
を

見
つ
け
る
事
が
大
切
な
こ
と
だ
と
実
感
し
た
。

【
期
　
　
　
日
】 	

令
和
元
年
10
月
２
日
～
３
日

【
視

察

先
】	

東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
、

　
　
　
　
　
　

  

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、

　
　
　
　
　
　

  

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

【
出
席
委
員
】	

松
本
委
員
長
・
原
田
副
委
員
長
・

辻
岡
委
員
・
渡
辺
委
員
・
藤
本

委
員
・
島
津
議
長

【
内
容
と
報
告
】

◇	

東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
福
島
県
富
岡
町
）

原
子
力
事
故
の
記
憶
と
記
録
を
残
し
、
長
期
に

わ
た
る
膨
大
な
廃
炉
事
業
の
全
容
を
わ
か
り
や
す

く
発
信
す
る
た
め
、平
成
30
年
11
月
に
開
館
し
た
。

事
故
直
後
の

中
央
制
御
室

の
状
況
を
再
現

し
た
映
像
や
事

故
を
検
証
す
る

展
示
が
多
く
あ

り
、
廃
炉
作
業

の
行
程
や
汚
染

水
対
策
、
廃
棄

物
処
理
な
ど
に

つ
い
て
も
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て

い
た
。

館
内
を
案
内

し
て
く
れ
た
担
当
者
は
、
説
明
の
中
で
何
度
も
反

省
の
弁
を
述
べ
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
復
興
に

向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

視 

察 

報 

告

Inspection report 

□□
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修

□□
原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
　
視
察
研
修

原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
　
視
察
研
修

【
期
　
　
日
】 

令
和
元
年
10
月
９
〜
10
日

【
視
察
先
】 

石
川
県
珠
洲
市
役
所
（
小
泊
小
学
校

跡
地
）・
内
灘
町
議
会（
白
帆
小
学
校
）

【
出
席
委
員
】 

藤
本
委
員
長
・
北
原
副
委
員
長
・
島

津
委
員
・
今
井
委
員
・
小
堀
委
員
・

小
林
委
員

【
内
容
と
報
告
】

◇ 

石
川
県
珠
洲
市
小
泊
小
学
校
跡
地

　

 「
学
校
再
編
と
廃
校
の
活
用
に
つ
い
て
」

廃
校
跡
地
で
の
、
能
登
里
海
里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ

イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
内
容
、
概
要
説
明

を
受
け
る
。

過
疎
化
が
進
み
、
２
０
０
４
年
廃
校
と
な
っ
た

小
泊
小
学
校
を
金
沢
大
学
が
借
受
し
、
地
区
住
民

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ

ン
、大
学
の
教
育
研
究
拠
点
な
ど
、多
機
能
の
複
合

施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
能
登
里
山
里
海
マ

イ
ス
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
金
沢
大
学
が

２
０
０
７
年
よ
り
実
施
す
る
人
材
育
成
事
業
で
あ

る
。
能
登
を
中
心
と
し
た
学
生
・
社
会
人
が
、月
２

回
廃
校
後
の
、
能
登
学
舎
で
地
域
資
源
を
活
か
し

た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。
受
講
者
は
、
各
自
卒
業
研
究
に
取
り
組

み
、
審
査
に
合
格
す
る
と
、
金
沢
大
学
か
ら
「
能
登

里
山
里
海
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
称
号
が
授

与
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
に
、
１
８
３
名
の
マ
イ
ス

タ
ー
が
認
定
を
受
け
、
石
川
県
内
外
の
各
地
で
活

躍
し
て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

◇ 

石
川
県
内
灘
町
議
会（
白
帆
小
学
校
）

　

 「
小
規
模
特
認
学
校
の
取
り
組
み
と

　

  

効
果
に
つ
い
て
」

過
疎
化
に
よ
り
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
西

荒
屋
小
学
校
で
、英
語
教
育
に
特
化
し
た「
小
規
模

特
認
校
」制
度
を
実
施
。
就
学
条
件
は
、
内
灘
町
在

住
で
、小
規
模
特
認
校
の
教
育
活
動
に
賛
同
し
、保

護
者
負
担
で
通
学
で
き
る
こ
と
。
卒
業
ま
で
の
間

通
学
す
る
こ
と
。
主
な
特
色
は
、
英
語
教
育
に
先

駆
的
に
取
り
組
み
、
町
採
用
の
英
語
指
導
員
を
小

学
１
年
生
か
ら
配
置
し
、
国
際
交
流
活
動
な
ど
実

践
的
な
英
語
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、町

全
体
と
し
て
も
、
小
学
校
高
学
年
で
英
語
科
70
時

間
、
中
学
校
で
は
英
語
活
動
35
時
間
実
施
。
小
学

校
低
学
年
で
も
余
剰
時
間
を
使
っ
て
10
時
間
の
英

語
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
庭
芝
生
化

事
業
を
、
町
と
学
校
と
地
域
の
共
同
事
業
と
位
置

づ
け
、多
く
の
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
協
力
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
で
、地
域

の
学
校
教
育
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
る
。

そ
の
後
、平
成
30
年
４

月
、生
徒
数
の
増
加
に
よ

る
大
根
布
小
学
校
か
ら
、

分
離
新
設
さ
れ
た
白
帆

台
小
学
校
を
見
学
し
た
。

□□
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修

一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

（文責：質問者本人）（文責：質問者本人）辻 岡 正 和  議 員

水
防
法
改
正
に
よ
る

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
つ
く
る
の
か

対
象
降
雨
を「
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
」に

し
て
、令
和
２
年
度
に
更
新
を
計
画
し
て
い
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
に
つ
い
て

事
業
に
つ
い
て

辻
岡 

若
狭
町
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

町
長 

現
在
上
中
地
域
と
三

方
地
域
で
は
、
伝
送
路
設
備
や

運
営
方
式
が
異
な
る
た
め
、
町

全
体
を
統
一
し
、
令
和
４
年
４

月
を
目
標
に
、管
理
・
運
営
を
民

間
業
者
で
実
施
す
る
計
画
で
あ

る
。辻

岡 

民
営
１
本
化
し
た
と

き
に
、民
間
放
送
受
信
の
為
の
Ｓ

Ｔ
Ｂ
機
器
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
取

り
付
け
を
し
な
く
て
も
よ
く
、テ

レ
ビ
を
買
っ
て
す
ぐ
に
見
れ
る

環
境
に
し
、チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
も
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。こ

れ
か
ら
も
大
き
く
変
化
し
て
い

く
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
、乗
り
遅
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、よ
り
よ
い

将
来
を
想
像
し
放
送
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
に
関

わ
る
人
員
や
受
入
施
設
が
十
分

で
は
な
く
、
今
後
、
自
主
防
災
組

織
の
協
力
や
福
祉
避
難
所
の
拡

充
な
ど
の
体
制
作
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
と
連
携
し
、
個
別
対
応

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
土
強
靭
化
計
画
に

国
土
強
靭
化
計
画
に

つ
い
て

つ
い
て

辻
岡 

若
狭
町
の
国
土
強
靭

化
計
画
の
取
組
は
ど
う
な
の
か
。

町
長 

国
土
強
靭
化
計
画
に

つ
い
て
は
、防
災
の
た
め
の
重
要

イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
と
、国
民
経

済
・
生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ

ラ
等
の
機
能
維
持
の
２
つ
の
視

点
か
ら
、令
和
２
年
度
か
ら
国
の

補
助
事
業
に
対
し
、地
域
計
画
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

国
土
強
靭
化
計
画
の
地
域
計
画

の
策
定
が
、必
要
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、令
和
２
年
度
に
副
町
長
と

政
策
推
進
課
を
中
心
に
、全
庁
体

制
で
地
域
計
画
の
策
定
を
実
施

し
て
い
く
。

災
害
弱
者
避
難
に

災
害
弱
者
避
難
に

つ
い
て

つ
い
て

辻
岡 

災
害
時
に
災
害
弱
者

の
避
難
に
つ
い
て
、事
前
に
ル
ー

ル
を
作
り
体
の
不
自
由
な
方
を
、

地
域
の
介
護
施
設
に
避
難
さ
せ

る
方
法
や
、長
期
に
わ
た
る
要
援

護
者
の
避
難
生
活
を
支
え
る
仕

組
み
が
若
狭
町
は
ど
う
な
の
か
。

町
長 

「
若
狭
町
避
難
行
動
要

支
援
者
避
難
支
援
計
画
」の
実
施

要
綱
で
台
帳
登
録
や
支
援
内
容

な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
に
避

町　
長
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一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

（文責：質問者本人）（文責：質問者本人）

若
狭
町
の
消
防
組
織
を
一
つ
に

消
防
組
織
の
統
合
は
考
え
て
い
な
い

町　
長

く
と
の
こ
と
。
町
長
よ
り
要
望

願
い
た
い
が
、
消
防
統
合
に
対

す
る
考
え
は
。

町
長 

消
防
署
の
統
合
は
考

え
て
い
な
い
。
負
担
金
の
４
億

円
は
統
合
し
て
も
変
わ
ら
な

い
。
国
が
平
成
18
年
に
基
本
方

針
を
示
し
、
そ
れ
に
従
い
県
は

平
成
20
年
に
嶺
北
北
部
、丹
南
、

嶺
南
の
三
体
制
を
策
定
し
た

が
、
嶺
南
広
域
組
合
で
は
、
市

町
の
意
見
の
相
違
で
困
難
と
の

結
論
で
あ
っ
た
。
平
成
29
年
、

町
で
は
両
組
合
の
応
援
体
制
が

確
立
し
、
皆
様
に
安
心
を
届
け

て
い
る
。
こ
の
問
題
で
町
を
二

分
す
る
必
要
は
な
く
、
国
が
県

に
対
し
基
本
方
針
を
示
し
て
い

る
以
上
、
近
い
将
来
嶺
南
は
一

つ
の
組
合
に
な
る
。
杉
本
知
事

に
対
し
て
は
若
狭
町
と
し
て
で

は
な
く
、
嶺
南
広
域
行
政
と
し

て
要
請
す
る
。

小
林 

合
併
後
15
年
に
な
る

が
、
消
防
署
を
始
め
県
の
機
関

は
三
方
、
上
中
で
分
断
さ
れ
て

お
り
、
完
全
な
一
つ
の
町
と
い

え
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
。
二

つ
の
消
防
組
合
に
年
４
億
円
を

越
え
る
負
担
金
が
必
要
で
、
ど

ち
ら
か
に
統
合
す
れ
ば
節
約
で

き
る
。
両
組
合
間
で
団
体
の
業

務
内
容
、及
び
報
酬
が
異
な
る

事
も
違
和
感
が
残
る
。
そ
こ
で

11
月
９
日
杉
本
知
事
に
直
接

消
防
署
統
合
の
た
め
、
警
察
の

再
編
が
必
要
で
、
県
と
し
て
考

え
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
県
は
市
町
の
希
望
通
り
動

小 林 和 弘  議 員

小
堀 

町
と
し
て
、来
年
８

月
か
ら
の
定
期
接
種
化
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

保
健
医
療
課
長 

法
制
化
さ
れ

れ
ば
、
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
る
。

小
堀 

同
学
年
４
月
～
７
月

生
ま
れ
は
、「
無
料
接
種
」対
象

外
に
な
る
。町
の
対
応
は
。

保
健
医
療
課
長 

予
防
接
種
法

に
よ
る
実
施
は
10
月
１
日
～
実

施
予
定
と
さ
れ
て
お
り
、対
象
者

が
20
年
８
月
以
降
の
者
と
な
っ

て
い
る
。
４
月
～
７
月
生
ま
れ

へ
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

小
堀 

同
年
代
で
30
人
程
、

無
料
接
種
対
象
外
に
な
る
。
１

回
３
万
円
前
後
の
接
種
代
金
を

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
町
が

予
算
化
し
て
同
年
代
平
等
に
な

る
施
策
を
要
望
す
る
。

小
堀 

台
風
19
号
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
各
地
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
河
川
が
決
壊

し
た
が
犠
牲
者
が
ゼ
ロ
の
町
が

あ
っ
た
。
宮
城
県
大
郷
町
で
、

自
主
防
災
が
確
立
さ
れ
て
い
た

結
果
、犠
牲
者
が
出
て
い
な
い
。

地
球
温
暖
化
で
、
想
像
以
上
の

水
害
が
世
界
中
で
起
き
て
い
る

現
在
、
町
と
地
域
が
一
緒
に
な

り
迅
速
な
避
難
方
法
を
確
立
す

る
以
外
に
な
い
の
で
、各
地
区
、

自
主
防
災
で
迅
速
な
避
難
方
法

が
確
立
で
き
て
い
る
か
。

環
境
安
全
課
長 

町
内
に
68

の
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ

て
お
り
、
連
絡
体
制
の
確
認
や

避
難
訓
練
、
防
火
訓
練
を
実
施

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
迅
速

な
避
難
方
法
が
確
立
で
き
て
い

る
か
ま
で
は
確
認
が
取
れ
て
い

な
い
。

小 堀 信 昭  議 員

熊
谷 

今
回
の
台
風
19
号
は

大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
そ
の

原
因
は
河
川
の
決
壊
に
よ
る

も
の
が
多
く
の
被
害
に
な
っ
た
。

我
町
に
も
多
く
の
河
川
が
あ
る

が
、
近
年
の
浚
渫
状
況
は
ど
の

く
ら
い
の
範
囲
で
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
計
画

は
ど
う
な
の
か
。

建
設
水
道
課
長 

北
川
に
つ
い

て
は
一
定
区
間
ご
と
で
は
あ
る

町
内
河
川
で
の
浚
渫
状
況
に
つ
い
て

が
、日
笠
、
武
生
、天
徳
寺
、三

宅
地
先
で
浚
渫
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
は
す
川
、
高
瀬
川
、

安
賀
里
川
、鳥
羽
川
、白
屋
川
、

今
古
川
な
ど
順
次
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

熊
谷 

浦
見
川
法
面
の
調
査

な
ど
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長 

定
期
的
に
目
視
に
よ

る
法
面
監
視
と
法
面
の
樹
木
の

伐
採
等
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
放
水
路

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
国

土
交
通
大
臣
の
同
意
を
経
て
、

河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

よ
る
交
通
事
故
防
止

対
策
に
つ
い
て

対
策
に
つ
い
て

熊
谷 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
町
と
し
て
講
じ

て
い
る
の
か
。

環
境
安
全
課
長 

警
察
や
交
通

安
全
団
体
な
ど
と
協
力
し
交

通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
主
返
納
支
援
事
業
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
ま

た
は
町
営
バ
ス
の
割
引
券
を

渡
し
て
い
る
。

熊
谷 

安
全
運
転
装
置
車
へ

の
補
助
制
度
が
出
来
な
い
か
。

町
長 

国
、
県
に
お
い
て
補

助
制
度
の
検
討
の
動
き
が
あ

り
、町
と
し
て
も
、動
向
に
注
目

し
、検
討
し
て
い
く
。

毎
年
度
、国
、県
へ
要
望
し

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い
る

町　
長

熊 谷 勘 信  議 員

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い
て

４
月
～
７
月
生
ま
れ
の
乳
児
へ
の
対
応
は

考
え
て
い
な
い

町
内
河
川
の

町
内
河
川
の

監
理
状
況
に
つ
い
て

監
理
状
況
に
つ
い
て

小
林 

広
域
化
は
国
や
県
が

一
方
的
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で

な
く
、
地
域
の
事
情
に
詳
し
い

市
町
が
納
得
す
る
必
要
が
あ

り
、
時
間
が
か
か
る
。
合
併
後

15
年
も
経
過
し
て
い
る
の
に
、

両
地
域
の
ル
ー
ル
を
一
つ（
ワ

ン
チ
ー
ム
）に
し
な
け
れ
ば
、若

狭
町
と
し
て
本
当
の
ス
タ
ー
ト

台
に
立
て
な
い
。
こ
れ
が
町
長

の
最
優
先
課
題
と
考
え
る
。

北
原 

再
来
年
度
か
ら
変
形

労
働
時
間
制
が
導
入
可
能
に

な
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

教
育
長 
文
科
大
臣
も
「
変

形
労
働
時
間
制
だ
け
で
は
先

生
の
長
時
間
勤
務
は
解
消
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
現
場

の
先
生
と
よ
く
相
談
す
る
。

北
原 

学
校
あ
た
り
の
教
員

数
を
増
や
す
、教
育
的
に
は
無

益
な
テ
ス
ト
や
調
査
事
務
を

減
ら
す
、な
ど
学
校
教
育
に
対

す
る
国
・
県
の
ス
タ
ン
ス
を
変

え
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

北
原 

教
員
の
超
過
勤
務
時

間
の
上
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
で

あ
る
。
過
労
死
ラ
イ
ン
は
月

１
０
０
時
間
で
あ
る
（
80
時
間

以
上
が
２
ヶ
月
以
上
継
続
し

た
場
合
に
は
月
80
時
間
）。
グ

ラ
フ
は
中
学
校
教
員
（
本
稿
で

は
小
学
校
は
省
略
）
の
平
均
の

超
過
勤
務
時
間
（
斜
線
部
）
を

示
す
（
な
お
平
均
値
か
ら
伸
び

た
矢
は
超
勤
最
長
者
）。
平
均

値
は
、
８
月
を
除
い
て
常
に
上

限
を
超
え
て
い
る
（
年
間
で

も
）。
上
限
超
え
の
教
員
数
は
、

５
月
、
95
％
に
達
し
て
い
る

（
年
間
で
も
）。

　

来
年
４
月
か
ら
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
「
指
針
」
に
格
上
げ
さ

れ
、
文
科
省
の
指
導
が
厳
し
く

な
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

教
育
長 

県
の
方
針
に
従
う

こ
と
に
な
る
が
、
県
に
部
活
動

支
援
員
の
配
置
は
要
求
し
た
い
。

北 原 武 道  議 員

文
科
省
の
指
針（
教
員
の
超
過
勤
務
時
間
の
上
限
＝

月
45
時
間
）に
ど
う
対
応
す
る
の
か

県
の
方
針
に
従
う
こ
と
に
な
る
が
、部
活
指
導
の

負
担
を
軽
減
す
べ
く
、部
活
支
援
員
を
県
に
要
求
し
た
い

教
育
長

保
健
医
療
課
長

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
に
つ
い
て

定
期
接
種
に
つ
い
て

自
主
防
災
の
体
制

自
主
防
災
の
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て

づ
く
り
に
つ
い
て

超過勤務上限（月45時間 年360時間）を超えた教員（％）

2018年度 月間および年間の教員勤務時間（中学校 全41名）

88
時間 過

労
死
ラ
イ
ン
上
限 上

限

100
80

45
360

0 0

95 85 83 7 76 85 78 66 73 73 73 95

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

年
間

規定勤務時間

超過勤務時間（教員平均）
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「議員と語る会」
開催報告

（概要版）

　今
回
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
方
々
を
対
象
に
「
議
員
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
議
会
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
議

論
の
中
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
や
課
題
を
、
今
後
の
議
会
運
営
お
よ
び

議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

テーマテーマ１１
議員と語る会

「若狭町議会について」

● 住民に寄り添う努力が見られる。
● 議員が身近に感じられ、日頃から親身に相談できる存在となっている。
● 地域の議員は、地域について一生懸命取り組んでくれている。
● 地域防災に大変力を入れてくれている。
● 「議員と語る会」を開催したことは評価できる。
● 他に仕事もあるかと思うが、若狭町の為に努力している。
● 住民の意見を取り入れた活動をしている。
● 議会だよりを読むと、町内のいろいろな問題に取り組んでいるのが、よくわかる。
● 質問がきめ細やかで、よく勉強している。
● 議員の意見、賛否等を「議会だより」で伝えている。
● まじめに仕事に取り組んでいる議員が多いように思う。

● 理事者とは是々非々で。
● 子育て世代との接点を増やして欲しい。
● 議員が出ていない地域の要望も聞いて欲しい。
● 議員選挙が２期連続無投票であり、何としても選挙があるようにできないか。
● 地区要望、集落要望を理解できているか。
● 議会活動が住民にわかりにくい。PR方法の検討を。
● 「議会だより」は読まれていないので、読まれる努力を。
● 女性議員がいない。女性のニーズが理解できていないのではないか。
● 若い議員がいない。若い人に元気が無い。20代の議員がいてもいいと思う。
● 町民（区民）と行政のパイプ役として、機能していないと思う。
● 各議員のマニフェスト（目標）がわからない。

● 政策論争ができる議会。
● 地域の現状を見て、これからの暮らしが安定できる案を作成し、地域に説明をする。
● 半分くらいを女性が占める。もっと女性が多くても良いかもしれない。
● 目先のことだけでなく、若狭町の将来のことを考えて仕事をして欲しい。
● 行政の予算執行をチェックする機関として、機能を十分に発揮してもらいたい。
● 子どもや女性、高齢者の意見を幅広く聞いて欲しい。
● 地域住民に寄り添い、声を町政に届けてもらいたい。
● 若い人や女性が活躍しやすい議会。
● 町の課題を整理し、改善や創造にチャレンジする議会。
● 定員の削減。議会の活性化と処遇の改善。
● 選挙時や選挙後に全議員の主張を聞きたい。地区の代表という考え方は受け入れられない。
● 町にとって本当に重要な施策は、要望活動等に同行するだけでなく、議会として積極的に町民に
　見える活動をする議会。

 

■
三
方
地
域

　【
日

　時
】 

11
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　 

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

　【
場
　所
】 

リ
ブ
ラ
若
狭  

研
修
室

　【
参
加
者
】 

31
名（
男
性
28
名
／
女
性
３
名
）

　【
出
席
議
員
】 

島
津
議
長
／
渡
辺
副
議
長

　
　
　
　
　  

藤
本
議
員
／
熊
谷
議
員

　
　
　
　
　  

坂
本
議
員
／
今
井
議
員

　
　
　
　
　  

小
堀
議
員
／
松
本
議
員

 

■
上
中
地
域

　【
日

　時
】 

11
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　 

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
45
分

　【
場
　所
】 

パ
レ
ア
若
狭  

研
修
室

　【
参
加
者
】 

31
名（
男
性
25
名
／
女
性
６
名
）

　【
出
席
議
員
】 

島
津
議
長
／
渡
辺
副
議
長

　
　
　
　
　  

辻
岡
議
員
／
原
田
議
員

　
　
　
　
　  

北
原
議
員
／
福
谷
議
員

　
　
　
　
　  

小
林
議
員

開
会
挨
拶
（
議
長
）
／
趣
旨
説
明
・
議
会

概
要
説
明
（
副
議
長
）
／
グ
ル
ー
プ
ご
と

開
催
概
要

に
自
己
紹
介
（
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
３
グ
ル
ー

プ
）
／
グ
ル
ー
プ
討
議
／
全
体
を
通
し

て
の
質
疑
応
答
／
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
／

閉
会
挨
拶
（
常
任
委
員
長
）

（
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
手
法
を
活
用
）

テ
ー
マ
１
「
若
狭
町
議
会
に
つ
い
て
」

  

①
評
価
で
き
る
点

  

②
改
善
す
べ
き
点

  

③
理
想
の
議
会
と
は

  

④
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
を
発
表

テ
ー
マ
２
「
町
の
施
策
に
つ
い
て
」

  

①
評
価
で
き
る
点

  

②
改
善
す
べ
き
点

  

③
課
題
を
解
決
す
る
に
は

  

④
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
を
発
表

※

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
は
、
数
名
毎

の
チ
ー
ム
内
で
１
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
お

互
い
に
意
見
を
出
し
合
う
事
で
沢
山
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
産
し
、
問
題
の
解
決
に
結
び
付

け
る
創
造
性
開
発
技
法
。

グ
ル
ー
プ
討
議

内
　
　
容

評価できる点

改善すべき点

理想の議会とは
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テーマテーマ22
議員と語る会

　　　　　　参加者アンケート結果「議員と語る会」
● 大きな災害が少なく、防災施策が良い。
● 財政難の中、各種イベント等の見直しが評価できる。
● 役場での窓口対応など、職員の住民サービスは、だいたいにおいて良好。
● レインボーラインの大改修、年縞博物館が良い。
● 空き家対策が、他市町より進んでいると思う。このまま進めると良い。
● 介護サービスは充実していると感じる。
● 町長の公約「協働のまちづくり」、各地区とも工夫をこらしながら取り組んでいる。
● 三方、上中の壁をなくす努力をしている。
● 行財政改革に踏み込んだことは評価できる。
● 高齢化対策は進んでいると思う。
● 各地区の対策を集約できる地域づくり協議会は良い。今後も続けて欲しい。

● 少子高齢化の対策。昔は、青年会活動等で結婚の出会いの場が多くあった。
● 財政が厳しいのはわかるが、もう少しプラス思考でやって欲しい。
● 地域づくり協議会に対する町の熱意が冷めているのではないかと思う。（役場の体制、予算）
● 学校の統廃合、消防や病院等の見直しが急務である。
● 祭りが縮小されて寂しい。
● 三方庁舎、上中庁舎ではなく、本庁舎の建設に着手すべきである。だから、町が一本化にならない。
● 職員の業務が縦割りで、もっと横の連携を密にしてもらいたい。同じ課にいても担当が違うと話が
　 通じないことが多くある。
● 消防行政など、三方と上中で同一レベルのサービスにして欲しい。
● 人口減少に対応するビジョンの中間達成状況が見えない。

● 若者や女性の意見を聞く機会を多くして欲しい。
● 本当に町民が何を望んでいるのか、十分な対話が必要だと思う。
● 町内小学校の統合と校舎の活用は同時進行で。
● 企業誘致で税収と雇用を生む。観光業に力を入れる。
● 介護が必要な高齢者だけでなく、元気な高齢者も安心して生活できる町。
● 民間人、Ｕターン者のノウハウを取り込んで、マンネリ化を打破してもらいたい。
● 事業の効率化、連続性の強化。
● ２つある様々なことを一つにする。（財政的に改善。住民意識の向上）
● 広域化を一番進行すべき。
● 少子高齢化対策としては、町内の職場にこだわらず、近隣都市のベッドタウン化を選ぶのも一つの
　 手段だと思う。近隣都市への通勤通学の補助、お金だけでなく、駐車場などの充実。
● あじさいマラソンとツーデーマーチを一緒にする。上中地域と三方地域でバラバラの感じがする。

「町の施策について」
評価できる点

改善すべき点

課題を解決するには

30代（2人）

40代（3人）

50代
（12人）

60代
（34人）

70代
（8人） 満足

（14人）

どちら
でもない
（12人）

やや不満
（1人）

やや不満
（4人）

その他（1人）

やや満足
（29人）

満足
（10人）

定例会ごと
（4人）その他

（5人） 集落単位
（7人）

年に1回
（35人）

地域づくり
協議会単位
（21人）

どちらでも
ない
（15人）

やや満足
（29人）

半年に1回
（15人）

町全体
（12人）

旧町単位
（7人）

公民館単位
（18人）

参加者の年代Q1 「議員と語る会」に
 参加されて ※無回答あり

Q2 グループ討議の
形式について ※無回答あり

Q3

感想、意見など  Q6

開催頻度は、どの程度が
望ましいですか。
 ※無回答、複数回答あり

Q4 開催規模は、どの程度が
望ましいですか。
 ※複数回答あり

Q5

その他
（1人）

・ 議員が頑張っていることが良くわかった。
・ 意見を全て見て、実行できるものから実施していただき
たい。    

・ 語る会の結果を議会活動に反映させて下さい。
・ 他の人の意見を聞くことができ、勉強になりました。
・ 女性や若者が、出席しやすい会にしてほしい。
・ 十分に語り合うには、もっと時間が必要だと思う。 
・ グループ討議で、色々な意見が聞けたことは良かった。
・ 現状把握と改善点が分かり、良かった。 

・ 今日の意見に対する考えや答えを是非出して欲しい。
・ 今回の語る会開催を第一歩として、町の課題解決に努め
ていただきたい。

・ この会の内容を検討して、今後に活かして下さい。 
・ 今日のまとめを町民に伝えて欲しい。意見等をそのまま
伝えて欲しい。

・ 「議員と語る会」の表題とは違った会であったと思う。
・ この会を開くだけでなく、検討し、いい方向に向かって
下さい。    

●2年に1回　●定例会の前に開催    
●任期初年度と最終年度の2回
  （マニュフェストの公表、どれだけできたか）    
●区民とのヒアリングを4回程度　●年に4～5回    

●グループごとに仕切りがあると良い
●時間が少ない

●本音が出ていない 

●各種団体との語る会の開催

※参加者総数62名
※アンケート回答総数59枚

◆若狭町議会ホームページにて、すべての内容をまとめた「議員と語る会」報告書を掲載しております。
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編

記
後
集

天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
、
新
た
な
元

号
の
も
と
、町
民
の
皆
様
に
は
、良
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
を
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
何
度
も
大
き
な
台
風
が
日

本
へ
上
陸
し
ま
し
た
が
、
わ
が
町
で
は
、

大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
事
に
安
堵
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
発
刊
に
は
、
議
員
と
語
る
会

で
の
多
数
の
御
意
見
を
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
御
意
見
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、よ
り
一
層
の
議
会

活
動
に
邁
進
し
、
新
し
い
時
代
を
力
強

く
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
が
町
民

の
皆
様
一
人
で
も
多
く
の
方
が
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。  （
熊
谷 

勘
信
）

議
会

だ
よ

り
 第

59
号

　
発

行
／

若
狭

町
議

会
 広

報
特

別
委

員
会

　
〒

919
-1393　

福
井

県
三

方
上

中
郡

若
狭

町
中

央
1 -1　

T
E

L.0770
-45

-9117

議会の動き

10月20日　美浜町民レガッタ（交流議会議員の部） 11月9日　若狭地方町村議会議員研修会

11月18日　美浜町・若狭町議会振興協議会

【会期：3月2日～3月23日】令和2年 令和2年 3月定例会3月定例会のの日程日程
すべて傍聴できます。上程される議案の件数などの関係で予定が変更になる場合があります。

本定例会で扱う請願・陳情の受付は2月21日（金）15時締め切りです（議会事務局）。

■ 

３
月
２
日（
月
）9
時　
本
会
議
開
会

　

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
す
。

　

直
ち
に
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
う
議
案
も

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
議
案
は
、
審
査
を
常
任

委
員
会
に
付
託
し
ま
す
。
付
託
議
案
に
つ
い
て

付
託
す
べ
き
常
任
委
員
会
を
決
定
し
ま
す
。

＊
本
会
議
終
了
後　

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
3
月
補
正
予
算
）

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・

採
決
を
行
い
、
各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論

を
出
し
ま
す
。　

■ 

3
月
4
日（
水
）9
時　

	

　

 

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・

採
決
を
行
い
、
各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論

を
出
し
ま
す
。

■ 

3
月
５
日（
木
）9
時　

	

　

 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・

採
決
を
行
い
、
各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論

を
出
し
ま
す
。

■ 

3
月
９
日（
月
）9
時　
本
会
議

　

一
般
質
問
（
理
事
者
に
対
し
て
議
員
が
自
由

に
質
問
し
ま
す
）を
行
い
ま
す
。（
一
般
質
問
は

翌
日
か
ら
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
録
画
が
放
映

さ
れ
ま
す
。）

■ 

3
月
10
日（
火
）9
時	

　

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・

採
決
を
行
い
、
各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論

を
出
し
ま
す
。

■ 

3
月
11
日（
水
）9
時	

　

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論
・

採
決
を
行
い
、
各
議
案
に
対
す
る
審
査
の
結
論

を
出
し
ま
す
。

■ 

3
月
23
日（
月
）9
時　
本
会
議
閉
会

　

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
が
、
付
託
議
案
の

常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
全
議
員
に
よ
っ
て
、
各
議
案
に
対

す
る
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
す
。

12月19日　杉本知事と語る会
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